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注意事項  
1. この冊⼦は，監督者から解答を始めるよう合図があるまで開いてはいけませ

ん。 
2. 問題冊⼦に印刷または製本の不具合がある場合は，⼿を上げて申し出て下さ

い。 
3. 解答⽤紙は何枚使⽤しても構いません。全ての解答⽤紙に受験番号を記⼊し

て下さい。  
4. その他，監督者の指⽰に従って下さい。 

  



[I-C]

問 1 次の方程式を解きなさい。

(1) |3x+ 4| = 5

(2) 2 logx(6− x) = 1

問 2
−1±

√
3i

2
を解にもつ xの 2次方程式をつくりなさい。だだし iは虚数単位とする。

問 3 x =
1 +

√
2

1−
√
2
，y =

1−
√
2

1 +
√
2
のとき，

x3 + y3

x2 + y2
の値を求めなさい。

問 4 直線
x+ 2

2
=

y + 3

3
=

z + 4

4
と平面 x+ y + z = 9 との交点を求めなさい。

問 5 ある食品に異物が含まれる確率は 1%であり，この食品の検査では異物が混入して

いるのに混入していない，と誤って判定してしまう確率は 20%，異物が混入してい

ないのに混入している，と誤って判定してしまう確率は 10%であるという。このと

き次の確率を求めなさい。

(1) この食品が検査で異物が混入されていないと判定される確率

(2) 異物が混入していないと判定された食品に，実際には異物が混入している確率

問 6 正の奇数を 1から小さい順に n個加えた和は n2に等しいことを示しなさい。

問 7 次の関数を微分しなさい。

(1) f(x) =
ex

x

(2) f(x) =
1√
1− x

問 8 次の関数の第 n次導関数を求めなさい。ただし a, bを任意の実数とする。

(1) f(x) = eax+b

(2) f(x) = sin x

問 9 楕円
x2

8
+

y2

2
= 1上の点 (2, 1)における接線の方程式を求めなさい。
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問 10 図 3 は半径が 1で高さが 2の円柱であり，図 4はその側面の展開図である。図 3にお

いて，円柱の軸の中点をOとし，点Oを通って軸に垂直な平面を平面αとする。平

面 α上で，円柱の直径となる直交する線分をそれぞれ線分ACと線分BDとし，点

Bおよび点Cから軸と平行に伸ばした線が円柱の上面と交わる点をそれぞれ点Eお

よび点 Fとする。ここで，円柱を三角形ACEを含む平面 βで切断したときに円柱

の側面にあらわれる線上の任意の点を点Ｐとし，円柱を三角形BDFを含む平面 γで

切断したときに円柱の側面にあらわれる線上の任意の点を点Qとする（図 3には点

P，点Qおよび平面 γを省略）。以下の問いに答えなさい。

(1) 点 Pおよび点Qの軌跡を解答用紙の図 4上に書きなさい。

(2) 図 4上で点 Pおよび点Qの軌跡で囲まれた図形の面積を求めなさい。

図 3: 半径が 1で高さが 2の円柱

図 4: 円柱の側面の展開図
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千葉⼤学先進科学プログラム 課題論述解答⽤紙 
注意： すべての⽤紙に、解答した課題番号とあなたの受験番号を記⼊してください。 

課題番号  I-C のうち問１０  受験番号 

問１０（１） 図４：円柱の側⾯の展開図 

 




